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会期：2008 年８月 19 日から９月 27 日

主催：名古屋大学博物館・21 世紀 COEプログラム「計算科学フロンティア」・情報連携基盤センター

　本記録は、第 14 回名古屋大学博物館企画展の展示内容を再構成したものである。会場では、21 世

紀 COEプログラム「計算科学フロンティア」に加わる若手研究者を中心にした展示説明者が常駐し、

来館者への対応にあたった。本企画展の入場者数は 2,842 名であった。展示風景を図１に示す。

計算機シミュレーションの世界へようこそ！

　ものをつくったり、将来を予測したり、計画を立てたりするときに、「試しにやってみる」ことが

不可能な場合がたくさんあります。たとえば、人や環境に対する影響が大きすぎたり、時間やコスト

がかかりすぎる場合です。このような不可能を可能にするのが、コンピュータを使ったシミュレー

ションです。

　名古屋大学博物館は、社会に開かれた名古屋大学の窓口として、大学における研究成果を発信する

ための活動を繰り広げています。皆様を計算機シミュレーションの世界にお誘いするこの企画展は、

21 世紀 COE「計算科学フロンティア」と名古屋大学情報連携基盤センターで現在進行中の最先端の

研究成果を、博物館の展示としてわかりやすくご紹介することをめざしています。計算機シミュレー

ションの、可能性に満ちた世界を知っていただければ幸いです。

　最後に、本企画展のためにお力添えをいただいた、三矢保永名古屋大学名誉教授と全学技術セン

ター（工学部電気電子・情報工学科情報工学コース）の大下弘技術職員にお礼申しあげます。

　2008 年８月

名古屋大学　博物館

21 世紀 COEプログラム「計算科学フロンティア」

情報連携基盤センター
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21 世紀 COEとは

　COEは、Center of Excellence（卓越した研究教育拠点）のことです。21 世紀 COEは、我が国の

大学に、学問分野ごとに世界最高水準の研究教育拠点を形成することによって、研究水準の向上と世

界をリードする創造的な人材を育成し、国際競争力をもった個性輝く大学づくりを推進するための事

業です。文部科学省が 2002（平成 14）年度から行っていて、21 世紀 COEに選ばれると、５年間、研

究拠点形成費補助金が重点的に配分されます。「計算科学フロンティア」は 2004（平成 16）年度に、

全国 320 件のなかから選ばれた 28 件のうちの一つです。

　名古屋大学では「計算科学フロンティア」の他に、昨年度新たに始まったグローバル COEプログ

ラムで 6件（19 年度３件、20 年度３件）が採択されています。

計算機シミュレーションとは何か（パネル（図２～３）の要約）

　シミュレーションとは、実際に行動を起こす前に、あらかじめ結果や物事の振る舞いを予測するこ

とを言う。たとえば、イメージトレーニングをしたり、地図を使って机上で防災訓練をしたり、ある

いは模型を使って車の表面の空気の流れを調べたりすることもシミュレーションである。

　計算機シミュレーションという場合には、多くの場合、実際に模型や道具などを使わずに、計算機

内に構築した仮想的な環境でシミュレーションを行うことを指す。計算機シミュレーションを行うに

は非常に多くの計算をしたり、膨大な量のメインメモリを必要としたりする場合があり、スーパーコ

ンピュータと呼ばれる大規模な計算機が使われるのが一般的である。

　計算機シミュレーションは、（１）物事が起こる前に結果を予測することができる、（２）条件を変

えて何回でも試してみることができる、 （３）実際に物を作るより、安く・早く結果を予測できること

が多い、（４）実際には目に見えない現象を目で見たり正確に解析することができる、（５）人間が行

なうより早くて正確である、という特徴をもつ。

　正確なシミュレーションをおこなうには、対象となる事物のふるまいをうまく模倣する計算式（＝

モデル）を作る必要がある。さらに、その計算式を計算機が分かる言葉（＝プログラム）に翻訳しな

ければならない。したがって、計算機シミュレーションを行うには、対象となる事物についての専門

的な知識、効率よく・精度よく計算するための計算方法、およびその計算方法をプログラムにするた

めのプログラミング技術などが必要となる。

　年少者向けの小型パネルを通常の大型パネルの下に設置した。本章関連の小型パネルは、「ためし

にやってみることがシミュレーション　ものすごく早くそれができるのがコンピュータです　コン

ピュータでやるシミュレーションは、おかねがかかりすぎたりして　じっさいにためしてみることが

図１　展示風景
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図２　計算機シミュレーションとは
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図３　計算機シミュレーションに必要なものは？
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できないことでも、できちゃいます」、「でも、どんな数値をいれたらよいかをしらべたり、どんな計

算をするかを指令するのは、にんげんです」、「コンピュータの性能がよくなったので、こまかなシ

ミュレーションがうまくできるようになりました」、「ことばのせつめい　CPU＝計算をするそうち　

ハードディスク（HDD）＝プログラム（計算のしかた）やデータ（しらべた事実）をながい間ほぞん

（記憶）するところ　メインメモリ＝CPUが計算しているほんのすこしの間だけ、プログラムやデー

タをほぞんしておくところ」とした。

コンピュータとは（パネル（図４～５）の要約）

　コンピュータの起源は、4000 年も前に古代バビロニアで作られた「そろばん」だと言われている。

そろばんというのは人間が玉を動かすことによって計算するので、コンピュータとはまったく違うと

思われるかもしれない。しかし、コンピュータは人間が計算手順 ( ＝プログラム ) を与えなければ何

も計算できないのだから、超高速な「そろばん」といえるのだ。

　現在、一般的に使われている電子式デジタル計算機は第２次世界大戦の前後に急速に発展した。こ

の背景としては、敵国の暗号を解読したり、ミサイルの弾道を計算したりするために、膨大な計算を

必要としたことが挙げられる。1939 年から 1948 年にかけて、ABC（Atanasoff-Berry Computer）や

ENIAC（Electronic Numerical Integrator and Computer）などのいくつかの電子計算機が開発され、

これらが現在の計算機に大きな影響を与えた。さらに、Intel 社が 1971 年に世界初のシングルチップ

の商用マイクロプロセッサである Intel 4004 を開発し、現在のパソコンや一部のスーパーコンピュー

タの起源となった。

スーパーコンピュータ（パネル（図６～７）の要約）

　大規模な計算機シミュレーションは、スーパーコンピュータ、すなわち、“その時代で一般的なコ

ンピュータよりも格段に性能が高いコンピュータ”で行われる。たとえば、現時点で世界一の性能

を持っている Roadrunner（米エネルギー省）というスーパーコンピュータは、パソコンに比べて

88,667 倍の計算能力と、52,000 倍のメインメモリを持ち、消費電力は 39,000 倍である。名古屋大学に

もスーパーコンピュータが設置され、全国共同利用システムとして全国の大学・高等専門学校の研究

者や大学院生などに計算資源を提供している。

コンピュータの構成要素とその高度化（パネル（図８～１２）の要約）

　コンピュータの主要要素は、CPU、メインメモリ、およびハードディスクであり、それぞれ、プロ

グラムにしたがって計算を行う、CPUが処理するためのプログラムやデータを一時的に保存する、プ

ログラムやデータを長期間にわたって保存する、という役割を担う。最近では複数のコンピュータが

互いに連携しながら計算を行うこともあるので、コンピュータ内部で通信機能を担うネットワークイ

ンタフェースや、コンピュータ同士を接続するネットワーク機器の性能も重要になっている。

　初期のコンピュータでは、真空管やリレーを使って計算を行っていた。真空管もリレーも“電流を

通すか通さないか”という単純な動作しかできないが、これらがたくさん組み合わされると複雑な計

算が可能となる。1946 年に開発されたENIACでは 17,468 本もの真空管が使われていた。真空管やリ

レーはON/OFF の切り替えが遅いため、計算能力の向上には限界があったが、これを打破したのが

トランジスタである。Intel 社は、多数のトランジスタを１つのシリコンチップ上に集積したワンチッ

プのCPU、Intel 4004 を世界で最初に開発した。たった 3mm× 4mmのシリコンチップ上に 2,300 個
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図４　コンピュータの歴史
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図６　スーパーコンピュータ
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(1 )

図１０　どんどん小さく、どんどん高容量になる記憶装置（資料提供：三矢保永名誉教授）
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再生ヘッド

記録ヘッド

再生電流

浮動ヘッドによる高度10ナノメートルの極限飛行

例：雨の日に車のタイヤがスリップする
　きれいな机の上で配ったトランプが滑る

流体潤滑領域

タイヤが浮き上がる

ジャンボジェットが地上を1 mmで飛んでいる！

0.85 mm

70 m

ジャンボジェット機

浮動ヘッドスライダ
10 nm のイメージ

10 nm のイメージ 飛行場のアリの背丈

ー記録密度を高めるために磁気ヘッドと磁気ディスクのすきまをできるだけ狭くする－

再生ヘッド

記録ヘッド

記録電流

磁力線

永久磁石

情報は永久磁石の極の向き（N,S）として記録される

磁力線

永久磁石
表面から漏洩する磁力線の変化を検出する

再生ヘッドには磁力線の強さによって抵抗が大きく変化
する素子（GMR＊）が用いられる
＊GMR現象の発見者には2007年にノーベル物理学賞が授与された

磁性膜 磁性膜

記録するとき：小さな永久磁石を作る 読み出すとき：永久磁石から出る磁力線を検出する

磁気ディスク

浮動ヘッドスライダ

記録ヘッドは電磁石と同じ原理である

●ヘッドとディスクのすきまが狭いほど：
→小さな磁石を作ることができる
→弱い磁力線の変化を検出できる

狭いすきまで非接触浮上させるために
動圧気体軸受の原理を応用

●狭いすきまでは空気の粘性効果が増大する
→空気を潤滑剤として利用することができる
（潤滑油を使用するとすきまが大きくなり過ぎる，摩擦が大きく
なり過ぎるなどの問題がある）
●空気の粘性は潤滑油の粘性の 1/1000 程度であり，狭いすきま
の形成に有利である．空気膜は破断しやすいという弱点がある

ディスク回転

ディスク回転空気流

気体
粘性力

気体圧力

ディスク回転空気流が末狭まりのすきまに押し込
まれるときに圧力が発生する
この圧力によりスライダがディスク上に浮上する

動圧気体軸受の原理

動圧流体軸受の身近な例

浮上すきまの狭小化の推移

1957 年：20,300 nm

2008 年：<10 nm

資料は名古屋大学・三矢保永名誉教授の提供による

図１１　浮動ヘッドによる高度 10 ナノメートルの極限飛行（資料提供：三矢保永名誉教授）
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浮動ヘッドの浮上解析シミュレーション

すきまの変動要因
1) 速度変動（内周⇄外周）

2) ヨー角変動（内周⇄外周）

3) 外乱・衝撃

4) 雰囲気温度・圧力

1964 年（IBM2311 型） 2008 年（Femto 型）

設計パラメータ：≒無限大

質量：0.59 ｍg

0.85 mm

0.
7 
m
m

セラミック

外形：矩形
浮上面：多段ステップ

任意形状

シミュレーション : 有限体積法

IBMが開発した磁気ディスクをメモリに使用して，初めて浮上解

析を行った (Gross, W. A., Numerical Analysis of Gas Lubricating Film,  First  

International Symposium on Gas Lubricated Bearings, Oct. 26-28, 1959)

外形：長円

設計パラメータ：４個

浮上面：球面

浮上すきま：3200  nm

14
 m
m

18.9 mm

質量：2.8 g
ステンレス

シミュレーション：　差分法
格子点総数：13×7=91 点

格子点総数：321×321=103,041 点

浮上面鳥瞰図 圧力分布

浮上面内の流線（黒い線）

球面スライダの圧力分布

数値データ
　(京都大学矢部寛名誉教授より提供）

記録密度を高めるためには，ヘッドとディスクのすきまの狭小化が必須である．しかし，空気膜は弱いためヘッド

とディスクが接触損傷しやすくなる，わずかのすきまの変動によって記録再生動作にエラーが生じる，という問題

がある．そこで，1) 破断されにくい空気膜（剛性・減衰が大きい）を作る，2) すきまが変動しにくい空気膜を作る，

3) 異物が排除されやすい空気流路を作るなどのために，浮上解析シミュレーションが採用されている．

ー浮動ヘッドの潤滑面形状を最適設計するための手法ー

再生ヘッド

記録ヘッド
空気流

空気の圧縮性

分子平均自由行程の 1/6
気体分子の希薄効果

分子間力の作用

非線形問題
非線形問題

非線形問題

空気薄膜の特性→高度に非線形な楕円型の偏微分方程式
圧縮性潤滑方程式（レイノルズ方程式）

浮上すきま： 10 nm

空気分子

すきま変動要因に対してすき

まが一定になるように設計パ

ラメータを最適化する
シミュレーションの基礎式

浮上すきま：15 nm

浮上解析シミュレーション

資料は名古屋大学・三矢保永名誉教授の提供による

図１２　浮動ヘッドの浮上解析シミュレーション（資料提供：三矢保永名誉教授）
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ものトランジスタが作られたのである。

　世界初のスーパーコンピュータは 1960 年代半ばに登場した CDC6600 で、計算性能は 1MFlops 程

度だった。現在では、クロック周波数を高くしたり、複数の演算を連続的に処理したり、１つのCPU

内にたくさんの演算装置を配置したりといった CPU製造技術の向上や、ネットワークで多数のコン

ピュータを接続するなどして、1PFlops もの性能を持つに至っている。50 年で実に 10 億倍も性能が

向上したわけである。

　ハードディスクの高容量化も顕著である。1956 年に作られた世界初のハードディスクは総容量がわ

ずか 4.4MB しかなく、1MBあたりの金額は 3,780 万円に達した。現在では、ノートパソコンに使わ

れる 2.5 インチサイズで 160GB 程度、デスクトップパソコンに使われる 3.5 インチサイズで 500GB ～

1TBと高容量化され、1MBあたりの金額は 0.05 ～１円程度と飛躍的に減少している。これには単位面

積当たりの記憶密度の高密度化、浮動ヘッドスライダの小型化などが貢献している。

　メインメモリの高容量化も同様である。1950 年代～ 1970 年代初めに使われていたコアメモリは８

～ 150KB 程度の容量しかなかったが、1970 年代になるとコアメモリの代わりに半導体メモリが使わ

れるようになり、現在では１つのメモリ LSI あたり 128MB、通常のパソコンでも１つのコンピュー

タあたり 8GB程度も搭載することが可能となっている。

実物展示（図１３～１４）

　ハードディスクのカットモデル（図 13）を展

示した。説明パネルは、「磁気ディスク記憶装置

NTT GEMMY　この装置は、世界で初めて薄膜媒

体と薄膜ヘッドを同時に搭載することにより、面

記録密度が１平方ミリメートルあたり 62 キロビッ

トとなって、1986 年開発当時世界一でした（この

ときの浮上すきまは 200 ナノメートル）。なお、

2008 年現在の最高記録密度は、この 6,250 倍になっ

ています（本装置を開発された三矢保永名誉教授

のご教示によります）」とした。さらに、真空管、

開発初期と最新の CPU、コアメモリや半導体メモ

リ、初期の浮動ヘッドスライダなどを展示した（図 14）。

計算機シミュレーションで広がる世界（図１５～２８）

　関連する研究グループによる最新研究がポスターで紹介された。液体や気体、荷電粒子などの流

れのシミュレーション、スケジュールの自動作成、手術シミュレーション、社会現象のシミュレー

ション、タンパク質やゲノム情報の解析など、非常に幅広い分野で計算機シミュレーションがなくて

はならないものであることが認識される。このうち、「身の回りの様々な流れシミュレーション」（図

15）、「竜巻から台風までのシミュレーション」（図 16、17）、「看護師勤務表自動作成支援システム」

（図 18）、「宇宙環境をコンピュータで作る：地球」（図 22）、「人体シミュレーション」（図 23、24）

については、来館者が自由に触れるパソコンを用意し、計算機シミュレーションを実際に体験しても

らったり、説明画像を放映した（年少者向けパネルや画像の説明パネルの内容は省略する）。

図１３　ハードディスクのカットモデル
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図１４	 真空管、開発初期および最新の CPU、コアメモリ、半導体メモリ、
初期の浮動ヘッドスライダなどの実物展示
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身の周りの様々な流れシミュレーション

風

数値計算が理論・実験に並ぶ第3の手法となりつつあります。
身の周りの流れに対して行われている研究の一部を紹介します。

風
再付着！！

スピーカの設置後

流れの剥離が起こり揚
力を失っている

翼は傾きを大きくするほど揚力（物
体を上へ押しあげる力）が大きくな
ります。しかし、傾きを大きくし過ぎ
ると剥離（空気が翼に沿って流れ
ない）が起こり翼は失速してしまい
ます。図では翼の前部にスピー
カーをつけることで流れの剥離を
抑えることを示しています。これに
より騒音の低減、燃費の向上を目
指しています。

マイクロメータスケールの微小な実験での観
測が困難な場合数値計算は有用です。数値
計算で実験の再現を行い、実験では得難い
物理量を得ることができます。これは新たな
実験器具の設計などに使われています。

実験

数値計算

2円柱を過ぎる流れの様子

エネルギーの高効率な使用を目指して

加熱部

冷却部

細い管に強い温度勾配をつけると、管内
に音波が発生（熱音響現象）し、低温部
から高温部への熱の輸送や発電が可能
になります。

熱音響現象を利用した冷凍機
（バーベキュークーラー）

模式図

上図は温度勾配をつけた細管内の温度分
布を表しています。高温部（黄色）が移動し、
熱の輸送が行われていることがわかります。

未来を予測する

動脈瘤摘出後の
血管にかかる力の変化

摘出

新しい医療の形を作る

人体の中の血管中の血流や気管支中の空気の流れがシミュレーションの対象になって
います。そ流れを解析することにより高度な医療診断、手術の影響を事前に予測するこ
とが可能になります。

安定な飛行を目指して

地球の温暖化や天気予報などを正確に予測するためには、地球
規模の物理現象と局所的な物理現象両方を研究する必要があり
ます。ジェット気流や山脈を越える風など強い回転成分を持つ流れ
からできる波 （密度や圧力の変化）の発生メカニズムを解明するこ
とで温暖化の予測や天気予報などの高精度化を目指しています。

（左）ジェット気流による渦、（右）大気の密度変動 （左）ジェット気流による渦、（右）大気の密度変動

CT-Scanなどから得た断面情報

血管にかかる力の様子

脳動脈瘤

1

2

診断データから血流のシミュ
レーションを行いました。その
結果、血管にかかる力の様
子から動脈瘤2の方が赤色
の部分が多く、動脈瘤が破
裂する危険が高いことがわ
かりました。

1

2

動脈を流れる血液の様子

診察

1患
者

フィードバック

1

2 1の

情報連携基盤センタ―大規模計算支援環境研究部門（石井克研）
教授：石井克哉 准教授：平野靖 助教：永井亨

微小機器の設計をサポートする

室温

加熱

室温

冷却部
細管

図１５	 身の回りの様々な流れシミュレーション（作成：情報連携基盤センター大規模計算支援環境研究部門 
石井研究室）
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CReSS
http://www.rain.hyarc.nagoya-u.ac.jp

CReSS Output

図１６　竜巻から台風までのシミュレーション（作成：地球水循環研究センター 気象学研究室）
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図１７　図１６の続き
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図１８　乱れた流れを計算科学する（作成：工学研究科計算理工専攻　金田行雄、石原卓）
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図１９　凝集反応系の計算科学（作成：情報科学研究科複雑系科学専攻　長岡研究室）

“ ’’

 50 ( )

RNA 2 50S 30S

50S

--

/  !!

“ ”

“ ”

. Takayanagi, I. Yu and M. Nagaoka, Chem. Phys. Lett., 421, 300 (2006).

21 COE



— 210 —

!?

8900

8 (30 ) (30 )

10800

2 3

C

B

A

C

B

A

A …

!! 

1

A B

C

2

A 5

B 1

C 4

3

4 2

!!

50 1015 600

100

A C

!! 

!! 

3. !! 

!

2. !!

1.

図２０　看護師勤務表自動作成支援システム（作成：工学研究科計算理工学専攻　吉川大弘）
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CME

CG

図２１　宇宙環境をコンピュータで作る：太陽・惑星（作成：太陽地球環境研究所ジオスペース研究センター）
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図２２　宇宙環境をコンピュータで作る：地球（作成：太陽地球環境研究所ジオスペース研究センター）
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図２３　人体シミュレーション（作成：情報科学研究科メディア科学専攻　森健策）
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図２４　図２３の続き
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図２５	 極超音速衝撃波のシミュレーション（作成：工学研究科航空宇宙工学専攻空力・推進講座　流体力学研究
グループ）
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44
55

図２６　小さな人工世界が創る大きなびっくり（作成：情報科学研究科複雑系科学専攻　有田隆也、鈴木麗璽）
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タンパク質構造解析と計算機

スーパーコンピュータSX-7

　タンパク質の構造解析は健康増進や病気の治療の観点から期待され
ています。例えば病気の原因物質を合成するタンパク質の立体構造から
合成メカニズムが解明され、その合成をブロックする医薬品のデザインが
行われています。計算科学的手法であるMaximum Entropy Method　
(MEM)や遺伝的アルゴリズム(GA)を応用し、精度の高いタンパク質の構
造解析に挑んでいます。
　タンパク質は1分子の原子数が多く、MEMやGAによる構造解析に時
間がかかります。この計算時間の短縮が課題となります。

 

 

 

 

スーパーコンピュータSX-7、
超高速専用計算機
MDGRAPE-3、汎用PCを用
いた並列計算などを利用し
て、構造解析の計算を加速し
ています。また計算プログラ
ムの開発も行っています。

超高速専用計算機MDGRAPE-3

医薬品分子とタンパク質の反応 タンパク質のMEM電子密度

　

　
　 　

MEMによりタンパク質の動き多数の水分子、さ
らには水素結合などを可視化することに成功し
ました。この成果は国際結晶学会の生物系雑誌
『Acta Crystallographica Section D.』3月号の
表紙を飾りました。

研究成果

世界最速を誇る理化学研究所の専用計算機
MD-GRAPE3システムを用いて40万原子を含ん
だ大型タンパク質のGAによる構造解析を行いま
した。この成果は、スパーコンピュータの国際会
議SC07における実用計算世界一を決めるゴード
ンベル賞の最終候補者に選ばれました。（残念な
がら受賞はできませんでした。）

MD GRAPE-3システム

構造解析の様子

計算科学を用いたX線構造解析

Application of maximum-entropy maps in the accurate refinement of a putative 
acylphosphatase using 1.3 A˚ X-ray diffraction data.
 Eiji Nishibori, Takahiro Nakamura, Masanori Arimoto, Shinobu Aoyagi, Hideo Ago, 
Masashi Miyano, Toshikazu Ebisuzaki and Makoto Sakata.
 Acta. Cryst. D. 64, 237-247 (2008).

A 281 Tflops Calculation for X-ray Protein Structure Analysis with Special-Purpose 

Computers MDGRAPE-3. 
Yousuke Ohno, Eiji Nishibori, Tetsu Narumi, Takahiro Koishi, Tahir H. Tahirov, 
Hideo Ago, Masashi Miyano, Ryutaro Himeno, Toshikazu Ebisuzaki, 
Makoto Sakata and Makoto Taiji, 
SC07, Gordon Bell Prize Award Session

構造物性物理学講座　構造物性工学研究グループ (真木 祥千子)

図２７	 計算科学を用いたX線構造解析（作成：工学研究科マテリアル理工学専攻　西堀英治、理化学研究所　宮野
雅司、同　戎崎俊一、同　泰地真弘人、SPring-8/JASRI（高輝度光科学研究センター）坂田誠）
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図２８　ゲノム情報解析（作成：工学研究科マテリアル理工学専攻応用物理学分野　美宅研究室）
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大型スクリーンによる立体視とテレビ電話による質問コーナー（図２９、３０）

　計算機シミュレーションの計算結果を可視化し、立体視システムによって大型スクリーンに常時表

示するコーナーを設置し、以下のメニュー表のなかから来館者の希望に応じて放映した。メニュー

は、空気の流れ、ビルの周りの風、レイリ・ベナール対流、車体の構造解析、航空機の周りの空気の

流れ、シートベルトにかかる力、地球磁気圏、動脈瘤、塩水と真水の振動などをそろえた。

　また、博物館展示室と研究者の研究室をテレビ電話で接続し、来館者からの質問を遠隔地にいる研

究者が回答する企画を、毎週土曜日に実施した。担当者は、石井克哉名古屋大学情報連携基盤セン

ター教授（８月 23 日）、荻野竜樹名古屋大学太陽地球環境研究所教授（８月 30 日）、吉川大弘（名古

屋大学大学院工学研究科准教授（９月６日）、森健策名古屋大学大学院情報科学研究科准教授（９月

20 日）、および坪木和久名古屋大学地球水循環研究センター准教授（９月 27 日）であった。

ハンズオンコーナー

　「パズルに挑戦！　このパズルをやってみてください。あれこれ試しながら正解を見つけるのは大

変ですね。計算機シミュレーションでは、この手順を、人間よりもはるかに素早く、しかも効率よく

行っているのです。」というパネルを掲げ、２つのパズルを用意した。

関連講演会、ギャラリートークおよびコンサート

（博物館特別講演会：博物館講義室において）

「さまざまな流れのシミュレーション」

講師：石井　克哉（名古屋大学情報連携基盤センター　教授）

日時：８月 23 日（土）　午後１時～午後２時 30 分

「コンピュータシミュレーションで魔球をつくる」

講師：姫野　龍太郎（独立行政法人 理化学研究所情報基盤センター長）

日時：８月 23 日（土）　午後２時 30 分～午後４時

「太陽，地球，惑星のシミュレーション」

講師：荻野　竜樹（名古屋大学太陽地球環境研究所　教授）

日時：８月 30 日（土）　午後１時～午後２時 30 分

図２９	 大型スクリーンによる立体視
コーナー

図３０	テレビ電話を使って研究者と来館者が質疑応答
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「遺伝的アルゴリズムと看護師勤務表自動作成」

講師：吉川　大弘（名古屋大学大学院工学研究科　准教授）

日時：９月６日（土）　午後１時～午後２時 30 分

「水，水，水；水の不思議」

講師：大峯　巌（名古屋大学大学院理学研究科　教授）

日時：９月 13 日（土）　午後１時～午後２時 30 分

「人体シミュレーション ─画像に基づく手術シミュレーション─」

講師：森　健策（名古屋大学大学院情報科学研究科　准教授）

日時：９月 20 日（土）　午後１時～午後２時 30 分

「台風のシミュレーション」

講師：坪木　和久（名古屋大学地球水循環研究センター　准教授）

日時：９月 27 日（土）　午前 10 時 30 分～午後 12 時 00 分

（ギャラリートーク：博物館展示室において）

「浮動ヘッドによる高度 10 ナノメートルの極限飛行」

講師：三矢　保永（名古屋大学名誉教授）

日時：９月 13 日（土）　午後２時 30 分～午後３時 30 分

（第 23 回 NUMCo 名古屋大学博物館コンサート

　：博物館展示室において）

「名大軽音楽部現役×OBジャズセッション」

演奏者：名古屋大学軽音楽部現役およびOB

日時：９月６日（土）　午後３時 30 分～午後５時

謝　　辞

　本報告冒頭部分で献辞した方々のほか、研究展示パネルとシミュレーション結果を来館者に紹介す

るソフトウェアを作成していただいた 21 世紀 COEプログラム「計算科学フロンティア」に参画する

各研究室と、名古屋大学太陽地球環境研究所ジオスペース研究センター、地球水循環研究センター気

象学研究室、おおよび名古屋大学大学院情報科学研究科メディア科学専攻森 健策准教授、立体視シス

テムの運用に尽力された全学技術センター高橋一郎技術専門職員、そして、本企画展を発案された前

情報連携基盤センター長渡邉豊英教授に深謝する。

（2008 年 11 月８日受付）

図３１　ポスター


